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について、舌口蓋接触位置が与える影響と共に MRI を用いて検討を行った。実験Ⅰでは MR 画像の計測精度を確認
し、実験Ⅱでは有歯顎者を対象に、開口量を変化させた場合の舌口蓋接触位置と咽頭断面積の計測を行った。 
【研究対象】 




 実験Ⅰ、Ⅱに共通して、MR 装置は、SIEMENS MAGNETOM Sonata 1.5 T（京都大学再生医科学研究所設置）
を用い、コイルはヘッドコイルを用いた。撮像シーケンスは高速 3D Gradient echo 法を用い、TR 4.3 ms、TE 1.6 ms、
撮像視野 256×240 mm、マトリクス 256×240、スライス厚 1 mm、GAP 0 mm で連続矢状断面画像を 196 枚得た。
撮像に要する時間は１回約３分 40 秒であった。 
実験Ⅰ、MR 画像の計測精度の評価について 
 MR 画像の計測精度の評価は、1 mm 間隔で計 256 枚の軸位断画像において、各ファントム断面の矢状断方向と前
頭断方向の二方向の直形、断面積を計測し、それぞれ実寸との比と直径比の推移から行った。 
実験Ⅱ、咽頭断面積と舌口蓋接触位置の評価について 
 咽頭断面積は、鼻呼吸下での咬合接触時、安静時、咬合挙上装置を用いた中切歯歯頚部間距離にして 5 mm、10 mm
開口時の計４顎位について、軸位断画像を用いて 1 mm 間隔で計測した。計測範囲のランドマークは、硬口蓋後縁か
ら喉頭蓋先端までとし、評価は口峡部において舌が咽頭腔に関与しない最下方の軸位断スライス画像から各ランドマ
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有意水準は５％とし P＜0.05 を有意とした。 
【結果】 
実験Ⅰ、MR 画像の計測精度について 
 MR 画像の計測精度を検討した結果、直形、断面積の実寸との比は、中心軸位断画像付近でそれぞれ最大値 0.99、
0.98 を示し、中心からの距離に応じて最小値 0.83、0.71 まで低下した。直径比はすべての軸位断画像において 0.98
～1.02 の範囲で推移した。また、軸位断 MR 画像計測に際し、中心軸位断レベルから前後 50 mm 範囲の軸位断画像
では、計測誤差は５％以下で、輝度の変化が少なく、方向による歪みの差が小さいことを確認した。実験Ⅱでは実験






 咽頭断面積を HPmean、RPmean、RGmean、EGmean と、RPmin の５指標で要約し、開閉口路上での開口量が
咽頭断面積に与える影響を検討した。その結果 
 ①安静時は、すべての被験者で 5 mm 以下の開口量を示し、咽頭部断面積の指標は、咬合接触時と比較して、どの
指標も有意な変化を示さなかった。 
 ②5 mm 開ロ時は、咬合接触時と比較し RPmean、RPmin が有意に減少した。 












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、開閉口路上での開口量が、咽頭断面積および舌口蓋接触位置に与える影響を、MRI を用いて検討したも
のである。 
 その結果、安静時以上の開口量では、舌口蓋接触により咽頭断面積の中でも鼻咽腔断面積が減少することが明らか
となった。このことから、本研究は安静時顎位と咽頭断面積との関係を考察する上で重要な示唆を与えるものであり、
博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
